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第
三
回
県
支
部
総
会
を
開
催
 

俳
人
協
会
群
馬
県
支
部
の
2
o
2
o
年
総
 

会
が
2
月16
日
、
前
橋
市
古
市
町
の
上
毛
新
聞
 

社
上
毛
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
会
員
約
6
0
人
が
参
 

加
し
た
。
新
年
度
の
予
算
と
事
業
計
画
及
び
役
 

員
改
選
な
ど
に
つ
い
て
支
部
役
員
が
説
明
し
た
 

あ
と
審
議
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
 

支
部
総
会
承
認
議
事
・
新
役
員
 

事
業
報
告
 
事
務
局
長
 

武
藤
 

洋一 

会
計
報
告
 
会
 

計
 

藤
本
志
づ
香
 

監
査
報
告
 
会
計
監
査
 

金
子
 

笑
子
 

会
計
監
査
 

林
 

恵
美
子
 

予
算
案
 

会
 

計
 

藤
本
志
づ
香
 

事
業
計
画
 
事
務
局
長
 

武
藤
 
洋一 

〔
役
員
改
選
〕
 

支
部
長
（
再
任
）
・
原
田
清
正
 
副
支
部
長
・
 

（
再
任
）
宮
崎
至
夏
子
 
事
務
局
長
（
再
任
）
・
 

武
藤
洋
一
 

会
計
（
転
任
）
・
林
恵
美
子
 
幹
 

事
長
（
新
任
）
・
大
塚
洋
二
 
監
査
（
再
任
）
・
 

金
子
笑
子
 
監
査
（
新
任
）
・
木
下
涼
薫
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第
二
部
講
演
会
 

「
群
馬
と
富
安
風
生
」
 

総
会
に
つ
づ
き
、
伊
東
肇
俳
人
協
会
理
事
を
 

講
師
に
迎
え
「
群
馬
と
富
安
風
生
」
と
題
し
て
 

講
演
会
を
開
催
し
た
o

群
馬
に
か
か
わ
る
風
生
 

作
品
を
取
り
上
げ
く
わ
し
く
解
説
を
さ
れ
、
ま
 

た
高
崎
出
身
の
村
上
鬼
城
の
境
遇
な
ど
も
紹
介
 

し
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
（
写
真
は
講
演
中
の
伊
東
理
事
）
 

県
支
部
〈
菖
（
(
6
月30
日
現
在
）
 

蟻
川
玄
秋
石
井
昭
子
井
田
な
つ
え
市
村
一
 

江
岩
寄
妥
江
馬
上
絹
代
永
塩
菊
江
大
津
 

文
子
大
谷
孝
子
大
塚
洋
二
 
小
木
矩
子
荻
 

原
葉
月
小
野
塚
登
子
柿
沼
あ
い
子
加
藤
周
 

子
 
金
子
笑
子
 

金
子
嬉
子
川
原
茂
野
河
 

本
松
江
岸
和
代
北
爪
武
夫
北
原
東
洋
男
 

北
村
由
美
子
木
下
涼
薫
 
木
村
恵
里
子
 
小
 

菅
さ
と
子
 
小
曽
根
俊
美
小
林
悦
子
 
小
林
和
 

子
斎
藤
博
文
酒
井
富
子
 
佐
々
木
美
恵
子
 

佐
藤
美
智
子
須
賀
静
子
須
川
良
子
鈴
木
乗
 

風
善
養
寺
玲
子
高
橋
栄
子
高
橋
富
子
高
 

橋
洋
一
 

高
嶺
京
子
 
珍
田
千
代
子
角
田
は
る
 

子
中
村
明
子
 
永
山
比
沙
子
南
雲
悦
子
 

上毛新聞社賞（賞状・記念品）1名 

深谷信郎〈吉岡町） 

県支部長賞（賞状・記念品）:1-名 

深谷征子（吉岡町） 

特選（賞状・記念品）3名 

堀越純（高崎市）小林悦子（高崎市） 

酒井富子（みなかみ市） 

佳作（記念品）若干名 

柳井恵康（前橋市）星野光子（片品村） 

高橋栄子（前橋市）星野よう子（片品村） 

小林和子（吉岡町）深谷征子（吉岡町） 

木村恵里子（大泉町）小林悦子（高崎市） 

南
雲
節
子
野
口
淳
一
 

羽
鳥
正
子
 
演
名
博
 

光
 
林
恵
美
子
原
田
清
正
深
谷
信
郎
深
谷
 

征
子
 
星
照
子
星
野
よ
う
子
星
野
英
子
 

星
野
令
子
堀
越
純
黛
正
登
志
宮
崎
至
夏
子
 

武
藤
ふ
み
江
 
武
藤
洋
一
 

森
田
都
志
栄
柳
 

井
恵
康
矢
野
間
稲
霧
矢
野
間
妙
子
 
山
賀
春
 

江

山

谷
三
千
江
 
吉
津
章
子
吉
沢
美
智
子
 

吉
藤
青
楊
吉
藤
淳
子
 
弥
城
節
子
 

俳
人
協
会
群
馬
県
支
部
入
会
希
望
の
方
は
年
 

会
費
2
o
o
o
円
を
県
支
部
あ
て
お
送
り
く
だ
 

さ
い
。
会
員
の
方
に
は
会
報
「
や
ま
ど
り
」
の
 

送
付
の
ほ
か
句
会
案
内
、
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等
 

の
こ
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
希
望
の
 

方
に
は
条
件
に
よ
り
本
部
会
員
へ
の
推
薦
も
い
 

た
し
ま
す
。
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令
和
2
年
度
 

県
支
部
俳
句
大
会
詠
草
 

1
 

鈴
蘭
や
風
に
微
か
な
音
こ
ぼ
す
 

外
出
の
自
粛
縁
な
く
耕
せ
り
 

福
寿
草
つ
ぼ
む
力
に
伸
ぶ
命
 

2
 

聖
五
月
母
の
呑
誰
吐
を
生
甲
北
た
 

老
い
忘
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
更
衣
 

余
生
と
て
も
光
八
方
み
ど
り
の
日
 

3
 

子
供
居
ぬ
寂
し
さ
花
火
そ
っ
と
買
い
 

罪
の
無
い
曲
り
胡
瓜
に
我
重
ね
 

向
日
葵
（
畑
の
腰
が
伸
び
る
な
り
 

4
 

太
公
望
山
肩
菩
狙
ふ
細
濁
 

八
木
節
や
名
に
負
ふ
節
の
盆
踊
 

生
身
魂
言
は
れ
八
月
十
五
日
 

5
 

風
に
舞
ひ
ほ
ぐ
れ
分
れ
し
柳
架
か
な
 

つ
ん
つ
ん
と
競
い
て
伸
び
し
菊
場
主
 

外
出
の
自
粛
続
く
や
鉄
線
花
 

6
 

一
抹
の
騒
り
生
徒
に
五
月
憂
し
 

い
つ
舞
れ
る
皿
」
満
の
篭
も
り
夏
霞
 

つ
ば
め
の
仔
産
毛
を
嚇
に
伸
び
あ
が
る
 

7
 

木
漏
れ
日
を
豊
か
に
森
の
立
夏
か
な
 

初
夏
や
世
に
従
（
ば
旅
な
ら
ず
 

青
年
の
日
傘
目
深
に
す
れ
違
ふ
 

8
 

暑
さ
急
出
番
な
く
春
衣
吊
る
さ
れ
て
 

成
り
行
き
に
任
す
余
生
や
夏
は
来
ぬ
 

草
引
け
ば
そ
ば
で
声
は
至
鼻
 

9

一
塁
疋
の
鉄
の
音
に
目
覚
め
け
り
 

夏
帽
子
小
瓶
に
つ
め
る
星
の
砂
 

タ
焼
や
一
番
星
の
見
ゆ
る
町
 

柳
井
 
宙
巌
 

林
 
古
笑
子
 

湯
本
 
良
江
 

増
野
 

洋
 

佐
藤
 
ヒ
ナ
 

北
爪
 
武
夫
 

小
堺
 
政
彦
 

高
橋
 
富
子
 

演
名
 
博
光
 

10
 

11
 

駆
け
下
り
る
子
等
の
手
に
手
に
花
大
根
 

測
に
来
て
古
利
な
つ
か
し
え
ぞ
す
み
れ
 

よ
く
見
れ
ば
狸
々
袴
紅
も
た
ぐ
 

も
う
八
エ
ー
 

だ
八
十
皇
里
緑
m
む
 

ク
レ
ソ
ン
の
小
川
そ
の
ま
ま
母
の
里
 

梁
一
「
雀
と
ほ
く
に
聞
こ
ゆ
父
の
声
 

12
 

切
株
に
か
た
ま
り
咲
け
り
山
す
み
れ
 

昭
 

東
風
一
く
や
杉
の
林
の
軌
み
あ
ふ
 

白
木
蓮
湖
を
灯
せ
り
殉
難
碑
 

黄
金
週
並
薩
も
こ
も
る
ウ
イ
ル
ス
禍
 

屈
ま
り
つ
一
 

追
出
つ
＆
右
葉
風
 

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
果
て
は
あ
主
目
風
わ
た
る
 

14
 

菜
の
花
や
ど
の
畑
も
継
ぐ
子
の
な
く
て
 

15
 

咲
き
初
め
し
リ
ラ
の
枝
先
鴨
鳴
け
り
 

糸
ざ
く
ら
石
垣
高
く
反
り
返
る
 

葉
柳
や
橋
で
葵
ロ
ふ
お
す
そ
分
け
 

光
林
の
あ
や
め
咲
く
か
に
と
あ
る
家
に
 

試
歩
の
径
蛇
の
う
た
た
ね
覚
ま
し
を
り
 

16
 

父
の
居
た
窓
辺
に
咲
け
り
藤
の
花
 

乗
り
継
ぎ
て
母
見
舞
ひ
け
り
カ
ー
 
ー
シ
ョ
ン
 

夏
場
所
の
中
止
に
泣
け
り
相
撲
フ
ア
ン
 

17
 

裸
婦
像
の
森
に
寂
び
け
り
濃
山
吹
 

18
 

老
い
て
な
ほ
共
に
現
役
畑
を
打
つ
 

高
ら
か
に
画
眉
鳥
う
た
ふ
立
夏
か
な
 

み
ど
り
の
日
み
ど
り
を
撲
ね
て
庭
行
き
来
 

蓋
微
垣
根
過
ぎ
て
よ
り
風
香
り
来
る
 

つ
ち
ふ
る
や
哀
楽
分
か
つ
山
隠
し
 

19
 

葉
桜
豪
」
タ
見
し
朝
の
独
り
ご
つ
 

瀬
日
鳴
る
遊
歩
道
行
く
五
月
か
な
 

髪
を
切
り
う
な
じ
さ
や
か
の
風
五
月
 

20
 

堂
々
た
る
捕
は
れ
の
身
の
女
王
蜂
 

慈
が
な
き
八
＋
八
夜
の
誕
生
日
 

池
の
面
に
ひ
と
つ
ば
た
ご
の
落
花
急
 

山
賀
 
春
江
 

星
野
 
光
子
 

並
暴
寺
玲
子
 

石
井
 
昭
子
 

南
雲
 
節
子
 

川
原
 
茂
野
 

高
橋
 
栄
子
 

小
菅
さ
と
子
 

柿
沼
あ
い
子
 

須鉛貝 

静
子
 

永
田
 
し
げ
 

」21 

董
嵐
や
北
に
梶
切
る
養
蜂
車
 

新
し
き
詩
の
友
加
え
文
月
な
る
 

ふ
る
さ
と
の
歌
が
し
ん
が
り
缶
心
れ
 

22
 

董
嵐
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
吹
き
と
ば
せ
 

外
に
出
で
て
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
昭
和
の
日
 

そ
ぞ
ろ
行
く
湯
畑
の
揚
丸
お
ぼ
ろ
な
り
 

23
 

休
み
丙
て
春
耕
一
人
ぼ
っ
ち
な
り
 

24
 

み
ど
り
よ
り
生
ま
れ
た
る
白
山
法
師
 

坂
道
を
駆
け
上
が
り
く
る
裸
足
か
な
 

山
麓
に
麦
熟
れ
星
の
見
ゆ
る
頃
 

読
み
止
し
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
韮
最
の
風
 

角
被
打
つ
茅
花
流
し
の
た
つ
寺
領
 

矢
野
間
」
鴛
務
 

矢
野
間
妙
子
 

金
子
 
笑
子
 

堀
越
 

純
 

25
 

名
札
立
て
一
人
に
余
る
種
を
蒔
く
 

岩
寄
 
妥
江
 

26
 

笑
ふ
山
映
す
八
ッ
場
や
ダ
ム
始
動
 

山
笑
ふ
兄
弟
姉
妹
み
な
老
い
て
 

オ
ン
ラ
イ
ン
の
俄
百
姓
田
か
植
う
る
 

蟻
川
 
玄
秋
 

鳩
鵬
老
鴬
晴
け
り
町
し
じ
ま
 

青
田
風
下
校
の
子
ら
を
追
ひ
か
け
る
 

27
 

落
ち
さ
う
で
落
ち
ぬ
タ
日
や
下
萌
ゆ
る
 

金
子
 
稽
子
 

新
薬
を
わ
れ
も
待
つ
な
り
春
の
雪
 

烹
兼
を
祝
ふ
タ
館
の
壬
杏
鯖
 

28
 

老
い
て
尚
土
と
生
活
春
耕
す
 

佐
々
木
美
恵
子
 

木
の
芽
風
休
校
の
窓
通
り
抜
け
 

春
矩
健
遊
び
疲
れ
し
子
が
眠
る
 

29
 

晴
天
工
早
に
伽
羅
蕗
と
握
り
飯
 

北
原
東
洋
男
 

百
日
の
土
の
緊
り
を
ク
ロ
ッ
カ
ス
 

耕
し
の
千
筋
の
先
浅
間
山
 

30
 

蓋
某
風
兄
弟
の
名
は
太
郎
次
郎
 

武
藤
 
洋一 

尺
岩
角
格
闘
の
痕
釣
師
に
も
 

垣
拾
」
血
寸
備
に
つ
き
た
り
外
野
陣
 

31
 

春
の
雪
ど
か
ん
と
積
も
り
さ
つ
と
消
ゆ
 

星
野
よ
う
子
 

北
窓
を
開
け
ば
近
し
武
尊
山
 

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
ふ
子
居
ら
ぬ
過
疎
の
村
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32
 

こ
も
り
居
て
終
活
始
む
聖
五
月
 

木
油
」
れ
日
に
阻
箱
」
つ
づ
く
蝶
早
 

董
叢
と
な
り
し
畑
や
維
子
鳴
く
 

33
 

湖
の
水
面
す
れ
す
れ
夏
燕
 

鳩
鳴
く
や
堤
の
な
ぞ
（
金
銀
花
 

閉
門
の
園
よ
り
普
微
の
匂
ひ
た
つ
 

34
 

嚇
や
百
の
名
な
ら
ぶ
疎
開
の
碑
 

35
 

夏
落
葉
帯
に
去
年
の
蝉
の
か
ら
 

菖
蒲
の
湯
昭
和
に
も
ど
る
匂
ひ
か
な
 

平
穏
の
世
が
幸
や
い
ぬ
ふ
ぐ
り
 

一
泊
の
術
前
検
査
春
寒
し
 

我
が
柔
術
経
過
観
祭
な
り
し
春
 

36
 

コ
ロ
ナ
禍
の
温
泉
の
町
閉
ざ
す
猫
の
恋
 

37
 

子
尺
蟻
水
か
げ
ろ
ふ
の
葉
に
ま
ぎ
れ
 

稽
ル
百
合
や
万
葉
歌
碑
（
つ
づ
く
道
 

白
雲
木
咲
け
り
歯
並
び
細
や
か
に
 

風
五
月
集
ひ
し
友
よ
古
ギ
タ
ー
 

母
の
日
や
寂
聴
も
ら
す
母
の
悔
い
 

38
 

弥
撤
終
（
し
人
に
巣
鵬
声
ひ
そ
め
 

39
 

撫
曇
）
開
け
る
や
い
な
や
雀
蜂
 

休
校
の
学
園
通
り
水
木
咲
く
 

な
は
と
び
の
十
ま
で
出
来
て
棟
有
某
 

父
と
子
の
ボ
ー
ト
追
ひ
か
け
春
の
鴨
 

休
校
の
庭
を
飛
び
交
ふ
タ
燕
 

40
 

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
ひ
た
り
つ
若
井
番
迫
 

ピ
カ
ソ
よ
り
上
手
に
描
け
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 

花
の
塵
わ
つ
て
首
出
す
か
い
つ
ぶ
り
 

41
 

雄
子
の
鳴
く
タ
べ
荒
ぶ
る
聖
五
月
 

42
 

黒
文
字
の
花
て
ん
て
ん
と
緑
化
園
 

光
背
の
白
の
ひ
と
き
は
水
）
暑
一
 

天
空
に
向
か
ひ
咲
き
継
ぐ
鉄
線
花
 

爪
草
や
新
樹
の
更
子
陽
を
浴
び
て
 

韮
機
一
輪
活
け
て
淋
し
き
飲
食
店
 

小
林
 
和
子
 

一 
一
 

須m

良子 
一

 

永
塩
 
菊
江
 

山
谷
三
千
江
 

市
村
 

一一江 
一

 

高
嶺
 
京
子
 

一

 

永
山
比
撃
 

一

 

深
谷
 
征
子
 

一
 
一
 

深
谷
 
信
郎
 

一

 

木
村
恵
里
子
 

一

 

黛
 
正
堂
心
 

一 

43
 

44
 

45
 

46
 

47
 

48
 

48
 

50
 

51
 

52
 

53
 

雨
後
の
雲
低
く
た
な
び
く
麦
の
秋
 

鰻
焼
く
か
を
る
川
風
渡
舟
口
 

夏
の
日
や
誰
な
つ
か
し
山
泊
り
 

里
山
に
梅
雨
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
霊
肌
ふ
 

落
葉
松
を
行
く
や
芽
吹
き
の
谷
深
し
 

点
描
の
峡
に
深
入
り
花
卯
つ
木
 

コ
ロ
ナ
禍
の
散
歩
を
瑚
ふ
親
鵜
 

誰
が
住
む
ぞ
白
ば
ら
の
垣
閉
ず
臭
）
 

韮
機
の
園
花
が
ら
摘
む
る
非
情
の
日
 

吉
藤
 
主
易
 

鈴
木
 
乗
風
 

弥
城
 
節
子
 

き
み
ど
り
に
う
す
も
も
い
ろ
に
木
の
芽
吹
く
 
吉
深
 
章
子
 

荘
莱
る
見
上
ぐ
る
日
々
の
始
ま
れ
り
 

早
ロ
は
我
が
家
の
遺
伝
つ
ば
く
ら
め
 

む
さ
さ
び
の
浮
か
れ
出
つ
る
よ
花
お
ぼ
ろ
 

五
十
肩
す
っ
か
り
忘
れ
墓
毛
る
 

黄
金
週
ひ
と
り
気
億
に
種
を
蒔
く
 

墓
皿
ち
日
雀
三
羽
の
並
ぶ
網
代
垣
 

鐘
や
赤
城
裾
野
の
風
の
脚
 

フ
エ
ル
メ
ー
ル
の
目
差
し
乙
女
春
秋
）
ひ
 

補
助
輪
の
取
れ
ぬ
男
の
子
や
小
鴨
鳴
く
 

〈
丞
ロ
に
子
ら
の
こ
象
な
し
揚
雲
雀
 

噺
賜
出
づ
大
樹
の
陰
の
穴
薬
師
 

美
し
き
文
字
な
ら
ぶ
句
帳
や
風
光
る
 

母
の
日
の
り
ぼ
ん
か
結
ぶ
マ
ダ
ム
・
ジ
ュ
ジ
ュ
 

杖
つ
き
て
見
廻
る
雨
後
の
苗
畑
 

寵
り
居
の
ひ
と
日
茶
操
み
の
香
の
中
に
 

麦
撫
子
友
亡
き
庭
を
灯
し
け
り
 

在
莱
る
軒
端
に
風
呂
を
据
急
し
頃
 

維
子
暗
く
や
体
み
つ
つ
降
る
山
桜
 

小
刻
み
に
揺
る
る
木
洩
れ
日
ほ
と
と
ギ
午
 

牛
井
屋
の
軒
に
す
く
す
く
燕
の
子
 

大
利
根
の
風
に
柳
架
の
飛
び
立
て
り
 

城
あ
と
の
畑
に
墓
族
 薯
の
花
 

萄
蕩
植
う
背
の
丸
み
の
母
に
似
て
 

大
津
 
文
子
 

宮
崎
至
夏
子
 

吉
藤
 
淳
子
 

吉
沢
美
智
子
 

北
村
由
美
子
 

大
谷
 
孝
子
 

角
田
は
る
子
 

54
 

55
 

56
 

57
 〔又。 

に
J
 

一 

59
 

60
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R
U
 

こ
し
か
け
て
衰
弾
く
埴
輪
柳
架
舞
ふ
 

大
塚
 
洋一一 

馬
鈴
署
掘
る
腰
の
持
病
を
つ
い
忘
れ
 

帰
省
子
と
ま
ち
が
は
れ
た
り
電
話
口
 

櫓
田
に
水
神
様
の
嗣
か
な
 

加
膝
 
周
子
 

老
管
や
亡
夫
の
背
広
の
包
み
ボ
タ
ン
 

花
は
葉
に
髭
濃
き
農
夫
結
婚
す
る
 

門
前
に
猫
の
侍
れ
る
浬
梁
か
な
 

珍
田
千
代
子
 

満
開
の
花
の
下
に
て
手
を
洗
ふ
 

一
磯
な
き
空
窒
局
舞
ふ
」
属
 

楠
洛
葉
鎮
守
の
庭
に
子
の
遊
ぶ
 

中
村
 
明
子
 

木
漏
れ
日
の
濃
」
冷
お
り
て
夏
来
た
る
 

川
葦
に
行
々
子
を
待
つ
友
の
居
て
 

三
密
の
言
葉
を
胸
に
一
 
油
月
 

野
口
志
げ
子
 

五
月
晴
目
粛
の
眼
虜
に
す
 

「
緊
当
拳
態
」
 

「
宵
言
」
解
除
聖
五
月
 

蕉
佐
月
毎
橋
あ
る
城
下
町
 

小
林
 
悦
子
 

杢
日
に
影
を
崩
六
子
座
禅
草
 

タ
日
ま
だ
浅
間
山
に
遊
ぶ
麦
の
秋
 

召
天
の
友
の
誰
彼
桐
の
花
 

佐
藤
夫
智
子
 

純
白
は
強
し
楯
子
咲
き
初
む
る
 

塑
母
の
声
立
つ
鳥
や
柿
蓋
某
 

一
家
し
て
畦
に
お
茶
飲
む
田
植
か
な
 

酒
井
 
富
子
 

蟹
飛
ぶ
水
も
空
気
も
澄
み
し
里
 

万
緑
に
湯
浴
み
の
ほ
て
り
冷
ま
し
け
り
 

鬼
の
子
や
コ
ロ
ナ
を
防
豆
衰
ま
と
ひ
 

馬
上
 

絹
代
 

蜘
妹
の
囲
の
雫
は
姫
の
テ
ィ
ア
ラ
か
な
 

ひ
こ
ば
え
と
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
レ
ス
の
パ
ワ
ー
 

菖
蒲
咲
ど
奮
の
数
の
増
え
て
を
り
 

星
野
 
令
子
 

ア
ー
チ
の
や
う
な
木
の
間
子
雀
通
る
 

名
残
の
月
名
残
の
雪
や
赤
城
山
 

甘
え
く
る
妻
の
育
て
し
椋
鳥
の
雛
 

原
田
 
清
正
 

花
タ
植
う
土
を
起
こ
せ
ば
椋
鳥
の
来
て
 

昼
を
鳴
く
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
雨
蛙
 



(4 ） 第5号 俳人協会群馬県支部会報 令和2年/月1日 

選者推選明細表 

・作品No1 1句目1う荷筆一’1§荷り『 

ト4 

lI 
21  
23 

26 4 
28 

県
支
部
俳
句
大
会
 

選
考
経
過
 

令
和
2
年
度
の
県
支
部
俳
句
大
会
は
7
月
 

5
日
に
上
毛
新
聞
社
上
毛
ホ
ー
ル
で
開
催
を
予
 

定
を
し
て
い
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
 

拡
大
予
防
の
た
め
本
紙
上
（
2
、
3
面
）
に
て
 

の
開
催
と
な
っ
た
。
応
募
1
9
4
句
の
作
品
を
 

作
者
無
記
名
で
印
刷
。
別
記
7
名
の
選
者
に
郵
 

送
し
、
選
者
各
々
1
0
句
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
 

そ
の
結
果
は
左
記
の
明
細
表
の
と
お
り
。
 

上
毛
新
聞
社
賞
は
選
者
4
名
の
推
選
を
得
た
 

「
ピ
カ
ソ
よ
り
上
手
に
描
け
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 

に
、
支
部
長
賞
に
は
選
者
3
名
の
推
薦
を
得
た
 

「
父
と
子
の
ボ
ー
ト
追
ひ
か
け
春
の
鴨
」
に
、
 

特
選
3
句
は
同
じ
く
選
者
3
名
の
推
薦
を
得
た
 

「
読
み
止
し
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
蓄
薮
の
風
」
 

「
花
筏
戸
毎
橋
あ
る
城
下
町
」
 

「
一
家
し
て
畦
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に
お
茶
飲
む
田
植
か
な
」
、
佳
作
は
2
名
の
選
 

者
か
ら
推
薦
を
得
た
8
句
に
決
定
し
た
。
な
お
、
 

選
者
に
は
受
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
い
た
。
 

な
鵬
者
】
原
田
清
正
、
宮
崎
至
夏
子
、
 

武
藤
洋
一
、
大
塚
洋
二
、
林
恵
美
子
、
 

金
子
笑
子
、
木
下
涼
薫
 

・
載
議
・
響
鷺
『
鷲
．
】
 

第30
回
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
（
実
行
委
 

員
長
・
金
子
笑
子
）
が
今
年
も
開
催
さ
れ
る
。
 

吹
割
渓
谷
や
沼
田
市
の
風
物
を
詠
ん
だ
俳
句
を
 

募
集
、
投
句
料
2
句
1
組
1
o
o
o
円
、
締
切
 

日
は
7
月31
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効
。
詳
し
 

い
募
集
要
項
や
投
句
用
紙
の
請
求
は
沼
田
市
教
 

育
委
員
会
利
根
公
民
館
『
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
旬
 

大
会
実
行
委
員
会
』
事
務
局
ま
で
。
電
話
o
2
 

7
8
1
5
6
1
2
1
1
1

。
表
彰
式
は
1
0
月18 

日
（
日
）
沼
田
市
利
根
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
 

1  60
61  3
62 

開
催
さ
れ
る
。
 

「
店
頭
か
ら
マ
ス
ク
が
消
え
た
」
。
初
め
の
 

う
ち
は
ニ
ュ
l
ス
に
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
 

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
、
多
く
の
店
が
 

「
入
荷
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
張
り
紙
 

を
掲
示
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
が
な
く
な
 

り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ぺ
l
パ
ー
ま
で
姿
を
消
し
た
。
 

間
も
な
く
棚
に
並
ん
だ
が
、
マ
ス
ク
の
品
薄
は
 

長
期
に
わ
た
り
、
 

「
品
薄
っ
て
薄
い
マ
ス
ク
の
 

こ
と
で
す
か
？
」
と
い
う
頓
珍
漢
な
こ
と
を
聞
 

く
人
ま
で
い
た
と
い
う
▼
影
響
は
食
品
に
も
お
 

よ
び
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
ホ
ッ
ト
ケ
l
キ
の
材
料
 

が
な
く
な
っ
た
。
休
校
で
家
に
い
る
子
ど
も
た
 

ち
の
食
事
を
工
夫
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
飲
食
 

店
の
多
く
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
始
め
た
。
 

「弁 

当
」
と
い
っ
た
方
が
う
ま
そ
う
に
感
じ
る
の
だ
 

が
、
若
い
世
代
は
そ
う
で
な
い
ら
し
い
。
洋
食
 

系
の
店
な
ら
作
り
や
す
い
だ
ろ
う
が
、
麺
類
の
 

店
に
も
「
お
持
ち
帰
り
O
K
」
の
の
ぽ
り
旗
が
 

…
▼
影
響
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
。
毎
 

年
五
月
の
連
休
に
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
 

な
ど
の
夏
野
菜
を
植
え
る
の
だ
が
、
今
年
は
違
っ
 

た
。
ど
こ
の
畑
を
見
て
も
四
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
 

植
え
始
め
て
い
た
。
苗
を
売
る
店
も
早
い
動
き
 

に
驚
い
て
い
た
様
子
。
 

「
出
掛
け
る
こ
と
が
で
 

き
な
い
か
ら
、
畑
仕
事
で
も
し
よ
う
と
思
っ
て
」
 

と
い
う
の
が
本
音
の
よ
う
だ
。
周
囲
の
畑
を
気
 

に
し
な
が
ら
、
例
年
通
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
l
 

ク
に
植
栽
完
了
。
何
と
か
立
夏
前
に
作
業
を
終
 

え
た
▼
し
か
し
、
今
年
は
外
出
が
ま
ま
な
ら
ず
、
 

手
足
に
ギ
プ
ス
を
は
め
ら
れ
た
よ
う
な
気
分
だ
。
 

初
花
、
花
筏
、
辛
夷
、
三
極
ー
と
い
っ
た
好
き
 

な
季
語
を
使
う
こ
と
な
く
季
節
は
移
り
、
 

「行 

く
春
や
」
に
何
と
か
間
に
合
っ
た
。
鷺
の
「
ホ
ー
 

ホ
ケ
キ
ョ
」
は
聞
い
た
が
、
山
歩
き
を
し
て
い
 

な
い
た
め
駒
鳥
、
大
瑠
璃
、
時
鳥
、
郭
公
と
い
っ
 

た
美
声
を
聞
い
て
い
な
い
。
今
年
は
畑
に
精
を
 

出
し
ガ
農
耕
接
触
者
一
に
な
ろ
う
。
 

（M
) 

俳
人
協
会
9
月15
日
「
第
5
9
回
全
国
俳
句
 

大
会
」
朝
日
ホ
ー
ル
、
 

「第27
回
俳
句
大
賞
」
 

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
 

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
 

県鳥・やまどり 


